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定義 
位相空間MとMのm次元座標近傍の族 が次の条件を満たすとき 

組 をm次元 級多様体という． C
∞

級多様体の定義 C
∞



(1) Mはハウスドルフ 
(2)  

(3)  

このようなものを 級同相写像という C
∞



これとは少し違う⽅法で， 級多様体の構造を⼊れたい C
∞

の相対位相を⼊れる 

Hausdorff 位相空間になる(前回演習問題２，３) 



積多様体 
(上の添え字 m, n は次元を表す．) 

(1)  には積位相を⼊れる 

(2) Mのアトラス 
 

    Nのアトラス 



正⽅形の対辺を同⼀視して得られる位相空間 



開部分多様体 

Uは⾃然に 級多様体の構造を持つ C
∞

リーマン球⾯ 

復習︓X：位相空間，Xの⼀点コンパクト化とは 





注: ⽴体射影による の座標系との関係 S
2



極⼤アトラス 

どのような座標近傍(chart)を許してよいか？ 

定義︓ 



定義 

を極⼤アトラスという． 

注︓(1)     はアトラスである．（つまり 座標変換は 級） C
∞

  (2)  

*今後は最初に与えられたアトラス  にはこだわらず，任意の           に属するchartを⾃由に考える 




